
 

 

全力でその先へ 双葉消防！
（平成２８年双葉消防本部スローガン）

発行日 ： 平成２８年７月１日
発行元 ： 双葉消防本部　総務課
所在地 ： 楢葉町山田岡字仲丸1-110

平成２８年６月３日（金）浪江町の高瀬川河川敷において、帰還困難区域を想定した大規模火災対応訓練

が実施されました。

本訓練には、双葉消防本部から消防車両２０隊７７名、県内各消防本部及び福島県消防防災航空隊から１３

隊６７名、隣県緊急消防援助隊１０隊５０名が実動部隊として参加し、総務省消防庁・福島県などから９２名の

参観がありました。この訓練は、原子力災害に伴う避難指示区域となっている双葉郡において、大規模な

火災に対応する消防力の確保が課題となっていることから、県内外各消防本部からの応援を受け大規模

火災発生時における応援・受援要領の確認や応援隊との連携強化等を目的として平成２４年より実施し、今

回で４回目の実動訓練となりました。実動部隊として初めて隣県緊急消防援助隊が参加し、集結から現場

までの活動をブラインド形式（訓練の内容を知らせない）で行い、より実践的な訓練となり各関係機関との

連携強化を図りました。

隣県応援隊集結 防災ヘリ空中消火 県内応援隊放水隣県応援隊実動

梅雨の時期に「火災!?」と思われがちですが、湿気が多いこの時期

に注意したいのがトラッキング火災です。

［トラッキング火災を防ぐポイント］

① 定期的にプラグを抜き、乾いた布でほこりを取り除いてください。

（特に、タンス・冷蔵庫・テレビなどの裏は、ほこりが溜まりやすいです。）

② 最近では、プラグにほこり防止用のガードが販売されています。



平成２８年度全国統一防火標語　『消しましょう　その火その時　その場所で』

　

連 絡 先

医師が救急現場に直行します

◇運 用 月～金 9：00～15：30

◇医 師 月、火 (田勢)水、木 (池上)金 (阿部)

◇看護師 木曜日以外勤務 (小池)

◇救命士 火曜日以外勤務 (国井)

左の絵は子供達が楽しそうに登校している様子
ですが、よく見ると、いくつかの危険が潜んでいま
す。この後、子供達が危険な状況になるとすれば、
どのようなことが考えられますか？危険を見つけ
たり、回避する対策を家族で話し合ってみましょう。
これは「危険予知訓練」といわれるもので、危機

回避能力を高めるのに効果的なものです。これを
カレンダーにしたものを双葉消防本部のホーム
ページからダウンロードできるようにしていますの
で、ぜひご活用ください。

【回答例】

・住宅の雨どいが落下し子供にぶつかる危険があります。

・歩道の穴で子供が躓いたり、歩道が陥没する危険があります。

・車が路地から飛び出して子供と接触する危険があります。

・水たまりの底が見えないため、危険なものが沈んでいたり、想像

以上に深い場合には足を取られる危険があります。

ほかにも危険が潜んでいるかもしれません。考えることが大切で

す。

福島医科大学に「ふたば救急総合医療支援センター」が発足
し、６月１日から本格活動を始めました。
主な活動内容は、平日の日中同センターから派遣される医

師、看護師、救急救命士が富岡消防署楢葉分署の敷地内で待
機し、救急要請時に通報内容から重症度を判断し、状況に応じ
て救急隊と同時に、又は応援出場して傷病者の元へ駆けつけ
早期の医療介入を実現するものです。


